
第６２回 池ケ原湿原・乗鞍青少年交流の家での自然観察会報告書 

 

５団体、31名の方々に参加していただき、第 62 回の自然観察会を実施することがで

きました。例年よりも一週間遅い日程での実施のうえ、今年は花の開花が 10 日ほど早

い陽気となり、「食べごろの山菜が採れるのだろうか」と気苦労が重なりました。 

幸い、天候には恵まれ、雪をかぶった山々の大展望を見ることができ、胸をなでおろ

す想いで当日を迎えました。 

 

初夏の風物詩である水芭蕉の咲く風景は、山好きにとっては憧れの光景の一つであり

ます。東海地方に池ケ原湿原という素晴らしい場所があることは大変貴重なことで、多

くの人々の努力により、この光景が保たれている現実に感謝しなくてはなりません。

日々刻々と表情を変える自然の姿は実に味わい深いものです。 

 

「君の名は」で、聖地となった安峰山からの展望も、奥飛騨の自然が織りなす情景で、

早朝に乗鞍青少年交流の家から見た、雲海の上に浮かぶ白山の光景が聖地と呼ばれる情

景を見事に表現してくれていました。 



 

[参加者の感想] 

池ヶ原湿原では、水芭蕉が終わり掛けでしたが、少しでも見ることができよかったです。

また、水芭蕉の見頃の時にぜひ訪れてみたいと思います。栗木リーダーが草花にとても詳

しく、たくさん教えてもらえました。安峰山は、眺望がとても素晴らしく、感激しました。 

翌朝は、雲海も見ることができ、2日間、よい天気に恵まれのがとてもよかったです。

山菜採りでは、山菜の種類と採り方、調理の仕方まで教えてもらいながら挑戦。教えても

らって収穫、調理したハリギリはもちもちしておいしかったです。採った山菜をすぐに調

理して食べるというとても楽しい企画でした。また、次回もぜひ参加したいです。 

熊との遭遇は、いつ誰に起こるかと思うと怖いなと思いました。２日間、栗木リーダー

のお話がとても楽しかったです。        (日本山岳会 東海支部 伊藤公子) 

 

 



2 年前に初めて自然観察会に参加させていただき、山菜採りの楽しさに目覚めたのです

が、それ以来山菜採りをする機会がなかったので、この日を心待ちにしていました。雲一

つない青空のもと、山菜採りスタート。岩倉山岳会の名人について山に入りました。どん

どん藪を漕いでいく名人に遅れを取らないよう歩いていきました。名人は目ざとくコシア

ブラを見つけて、背の高い木を折らないように曲げて手の届く高さに新芽を差し出してく

れたので、それを採らせていただきました。そうしているうちに、自分でもコシアブラを

見つけられるようになり、どんどん楽しくなりました。クマに会いたくなかったので、絶

えずホイッスルを鳴らしながら進み、コシアブラで袋がいっぱいになりました。天ぷらに

していただいたすべての山菜はとても美味しかったです。企画、準備など担ってくださっ

た方々、本当にありがとうございました。         (岡崎山岳会 伊藤美幸) 

 

  

ここ数年、人里への熊の出没は日常生活に少なからず不安を与えるニュースとして連

日のように報道されていますが、今回は参加していただいた皆様に現実問題としてイン

パクトが大きな出来事ではなかったでしょうか? 被害にあわれた人が無かったことが

何よりです。 

 

 日本の豊かな自然に触れ、自然からの恵みを感じることができた今回の自然観察会で

したが、皆様のご協力により無事終了することができ、ありがとうございました。 

参加者相互の交流活動や仲間との活動の有意義さを感じながら、今後も愛知県山岳・

スポーツクライミング連盟の活動を継続していきたいと考えています。またの機会にも

参加・御協力をいただければ幸いです。          (自然保護委員長 栗木洋明) 


